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苫小牧市立凌雲中学校 

学校だより 

第６号 

令和７年８月２９日（金） 

胸 を 張 り 

理想にもえる健康人 

肩 を 組 み 

平和で民主的な社会人 

賢 く 正 し く 

正義を愛し創造性豊かな文化人 

や り 通 そ う 

意志の強固な実行人 
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平和を求め続ける子どもたちの育成を目指して 
                                                            凌雲中学校長 細部 善友 

 

今年も酷暑の夏でしたが皆様いかがお過ごしでしたでしょうか。学校は、8月25日に始業式を迎えました。その日から

3日間のあいさつ運動に参加していただきましたPTAの皆様、誠にありがとうございました。 

 始業式の日、生徒たちのはつらつとした歌声、まっすぐに視線を向けて授業を聞く姿や思い思いに絵筆を動かす姿に触れ

て、平和を実感し、その尊さをかみしめました。私にそう思わせたのは、今年度の広島派遣事業に参加した3年生の三小

田さんの発表でした。発表の中では、原爆ドームを初めて目にしたときに湧き上がった感情、資料館での見学や被爆した方

のお話から戦争の残酷さ、人々に残された悲しみや憤りを実感したことが記録写真とともに語られました。また、これまで

戦争については、悲惨な過去を持つ日本人として学ばなければならないと考えてきたが、外国から平和祈念資料館を訪れて

いる人たちを見て、世界中の人たちにも考えてほしいと考えが変わったとも述べていました。そして三小田さんは、発表の

最後をこう結びました。「平和の尊さとは、今平和に生きていられることに尊さを感じるのではなく、悲惨で残酷な過去

さえ受け入れ、人々が積み重ねてきた歴史そのものを愛すること、そして前を向いて生きていくことだと思いました。」 

 生徒たちの学びの中には、いつも大人をはっとさせるものがあります。よく平和教育というと、悲惨な戦争の記録と対

比しながら今の平和のありがたさを感じなさいといった論理になりがちですが、戦争を直接経験したことのない世代が今回

の派遣を通して、過去の悲惨な歴史を背負う覚悟をもって未来を生きていこうとする決意をするにいたったのは、そこに本

物の学びがあったからに他なりません。 

 本物の学びとは、知識を情報としてインプットするだけにとどまらず、得た知識を使って思考や行動をより良く変化させ

ることです。国際情勢が時々刻々と変化している現代、この国の担い手が唯一の正解だけを信じていては、適切な行動を選

択することができなくなってしまいますから、学校は今、ひたすらに教えていくのではなく、生徒が得た知識を使って試行

錯誤しながら課題を解決することに重心を移しています。 

 本校の校歌には、「地に平和
おだやか

の気は満ちて」という一節があります。戦後まもなく新制の中学として誕生し、10年ほど

で現在の校名となった本校には、子どもたちに平和な社会で平和の創り手、担い手として育ってほしいという願いがあった

に違いありません。また、「我等が築く新世代」という一節もあります。前の世代が残した経験や知識を元に新しい世の中

を創造する大人に成長してほしいという願いが込められていると私は解釈しています。 

 我が国が終戦から80年の節目を迎えた8月、自らの手で平和で幸福な社会を築く社会人を育てる決意を新たにし、

「学びに向かう力」、「自らの健康を維持増進する力」、「共生する力」の育成を目指して今学期も教育活動の更なる改

善、充実に取り組んでまいります。 

 

  



 

 

【２学期始業式】 

８月２５日（月）、２学期の始業式が行 

われました。生徒を代表して五十嵐知生 

さん（３年）が挨拶しました。 

２学期最大の行事「学校祭」では合唱 

など様々な活動を通して学年・全校生徒 

でよりよい学校祭にしましょうとお話が 

ありました。 

【広島派遣事業報告会】 

 始業式に続き、市の広島派遣事業の派 

遣者として、参加してきた三小田暖さん 

（３年）が全校のみなさんに向けて報告 

をしました。強い熱線を受けた展示物や 

遺品、被爆者の火傷などから悲惨さを目 

のお当たりにして感じたこと、被爆によ 

る感情は今でも消えることのない事実から、若い世代の自分たちが考 

えなければならないことを真っすぐ訴えました。 

 

【凌雲中学校区合同交流会】 

７月１８日（金）、校区の小・中学校（錦 

岡小・樽前小・凌雲中）の先生方が錦岡小 

学校に集まり、凌雲中学校区合同交流会を 

開催しました。校区の教育活動の成果と課 

題を検証し、共通の取組について協議しま 

した。 

 

【PTA活動】 

 ８月２５日（月）～２７日（水）の３日間、挨拶運動を実施してい 

ただきました。また、１学期は多数の雑巾の寄付、ありがとうござい 

ました。清掃活動で大切に使わせていただきます。今後ともPTA活 

動へのご協力、よろしくお願いいたします。 

 

 

９月の予定 
１（月）スクールカウンセラー来校日 
４（木）学校祭特別日課 ～１８日（木） 
５（金）胆振防災教育デー（11月に取組実施） 
６（土）鵡川高校学校説明会 

１０（水）学力テスト（３年：総合A） 
１１（木）テスト計画表配布 
１２（金）合唱中間発表 
１３（土）追分高校学校説明会 
１５（月）敬老の日 
１９（金）学校祭（給食なし） 
２２（月）スクールカウンセラー来校日 

学校祭反省 
苫小牧総合経済高校学校説明会 

２３（火）秋分の日 
２４（水）放課後学習会 
２６（金）中間テスト 

ゆうちょ自動払込【分割】２回目 
３０（金）中央・常任委員会 

【凌雲魂】 
○バドミントン 
・中体連全道大会個人戦出場 
 渡邊絢香（２年）１回戦敗退 
・ジュニア選手権全道大会出場 
渡邊絢香（２年）１回戦敗退 

 
○野球  
・第２０回近畿日本ツーリスト杯：準優勝 
 １回戦 ３－１ 対 鵡川中 
 準決勝 ７－３ 対 安平BBC 
 決勝  ２－４ 対 青翔中A 
・全日本軟式野球選抜選手権苫小牧支部予選 
 ：準優勝 
 準決勝 ７－１  

対 苫小牧東部BLUEWINGS 
 決勝  ２－８ 
      対 安平BBC 
 
○バスケットボール 
・静内ライオンズカップ杯 
 男子  ● ３８―７９ 啓明中 
     ○ ６５―２７ 浦河第一中 
     ● ５８－７６ 白翔中 
     ● ６４―６５ 和光中 
 女子  ● ４４－４５ 静内BC 

○ １３７－１２ 門別・富川・平取合同 
○ ５８－３５ 静三・様似合同 
○ １０２－１７ えりも 

○みやまえ夏祭り２０２５ 

 ７月２６日（土）、宮前町の夏祭りにお誘いいただき、ボランティア部が太

鼓、琴による演奏を発表してきました。あいにくの天気で最後まで発表でき

ませんでしたが、この日のために練習してきた成果を十分に発揮しました。 

暑さはまだ続くようです。 

苫小牧の海は遊泳禁止です。足だけでもだ

めです。離岸流は危険です。海に入らない

ようにみなさん注意してください。 


